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も
夜
10
時
ま
で
に
は
ホ
テ
ル
に
帰
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。小
松
ら

が
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
込
む
と
、酔
っ

た
韓
国
人
が
後
か
ら
助
手
席
に
入
り

込
ん
だ
。現
地
は
タ
ク
シ
ー
不
足
で
、

〝
相
乗
り
〞は
当
た
り
前
。し
か
し
そ

の
韓
国
人
は
、小
松
が
日
本
人
だ
と

分
か
る
と
韓
国
語
で
何
か
を
叫
び
続

時
代
を
先
取
り
、高
速
シ
ー
ト
シ

ャ
ッ
タ
ー
「
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ　
ｇ
ａ
ｔ
ｅ

門
番
」、総
合
水
管
理「
や
く
も
水
神
」

と
い
う
二
つ
の
大
事
業
を
創
出
、シ

ス
テ
ム
化
し
て
き
た
小
松
電
機
産
業

㈱（
松
江
市
乃
木
福
富
町
、小
松
昭

夫・
会
長
兼
社
長
）。同
社
の
進
め
る

事
業
は
、人
々
の
暮
ら
し
の
質
を
向

上
す
る
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
か
っ

た
。1
9
9
4（
平
成
6
）年
、ド
ゥ
ー

＆
シ
ン
ク
タ
ン
ク「
人
間
自
然
科
学

研
究
所
」を
設
立
、世
界
を
舞
台
に
平

和
事
業
を
展
開
。人
類
史・世
界
視
野

で
現
状
を
見
つ
め
、共
感
の
場
を
生

み
出
し
、対
立
か
ら
統
合・発
展
に
進

め
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
重
ね

て
い
る
。

韓
国
旅
行
の
経
験
が
契
機

小
松（
77
）に
、強
い
平
和
へ
の
念お
も

い
と
行
動
力
が
生
ま
れ
た
き
っ
か
け

は
、30
歳
の
時
、電
機
業
界
の
旅
行
で

初
め
て
の
海
外
、韓
国
を
訪
れ
た
時

の
出
来
事
だ
っ
た
。当
時
の
韓
国
は

戒
厳
令
が
敷
か
れ
て
い
て
、観
光
客

小
松
電
機
産
業
人
間
自
然
科
学
研
究
所

4

け
た
。「
突
き
落
と
せ
」と
叫
ん
で
い
た

と
知
っ
た
の
は
、彼
が
降
車
し
た
後
の

こ
と
だ
。言
葉
の
裏
に
は
強
い
反
日

感
情
が
あ
っ
た
。「
こ
の
事
件
以
来
、歴

史
を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
さ
を
痛
感
し

た
の
で
す
」と
小
松
は
振
り
返
る
。

独
立
記
念
館
に
献
花
・
寄
付

そ
れ
か
ら
数
年
を
経
た
中
国
、韓

国
で
は
、愛
国
主
義
教
育
へ
の
傾
倒

が
目
立
ち
始
め
、抗
日
記
念
館
の
建

設
が
相
次
い
だ
。き
っ
か
け
は
、日
本

で
起
こ
っ
た
第
一
次
教
科
書
問
題
だ

っ
た
。「
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
け
ば
、

日
本
は
、人
物・人
財
が
育
た
な
い
国

に
な
り
、組
織
や
国
家
が
内
部
崩
壊

し
て
い
く
。メ
デ
ィ
ア
と
学
校
教
育

で
近
現
代
史
を
教
え
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
が
根
本
原
因
」。そ
う
確
信
し
た

2013年、オランダ・ハーグ「平和宮」の建立100周年記念祭でカーネギー、ノーベル、
ロックフェラー、ビルゲイツ、趙永植、中野信夫氏らと共に「100年間の世界平和事業
家20人」に選ばれる

【 会社概要 】
所 在 地　松江市乃木福富町735―188
営業種目　ソフトウェア開発事業
　　　　　通信システム開発運営事業
　　　　　電気機械器具製造業
代表取締役　小松昭夫
従業員数　100人
電話番号　050―3161―2490

（左）2013年、「平和宮100周年」式典前夜祭にカーネギー曾孫とともに参加。
（右）2014年、ズットナー女史没後100周年記念で、銅像作者の国際弁護士・芸術家
ロレマ女史。6ヶ月間ズットナー像をウィーン平和記念館に貸出。広島・長崎・板門
店・ウィーン・ハーグ5カ所同時建立を目指す

1999年、竹島（韓国名・独島）
に地球共生・縁結び女性像建
立を提言

2002年、中海・日本海名称入
れ替えを提唱

人間自然科学研究所の
マークはユーラシア大
陸から見た日本列島、星
は竹島



SAN-IN  BUSINESS  STORY

山陰経済ウイークリー　2022.1.2521

小
松
は
、社
員
や
取
引
先
ら
と
訪
問

団
を
結
成
し
、各
地
の
平
和
祈
念
館

を
訪
問
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。97（
同

9
）年
に
は
、日
本
人
と
し
て
初
め

て
、韓
国
の
独
立
記
念
館
に
献
花
、寄

付
。2
0
0
1（
同
13
）年
に
は
、中
国

人
民
抗
日
戦
争
記
念
館
、そ
の
翌
年

に
は
、台
児
荘
大
戦
記
念
館
を
訪
問
、

同
様
に
献
花
、寄
付
を
行
っ
た
。

東
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、ア
メ
リ

カ
の
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
、ポ
ー
ラ
ン

ド
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容

カ
所
同
時
建
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進

行
中
だ
。

「
門
番
」と「
や
く
も
水
神
」と
い
う

大
き
な
二
つ
の
事
業
を
興
し
た
小
松

電
機
産
業
。三
つ
目
の
事
業
と
し
て
力

を
注
い
で
き
た
平
和
の
事
業
化
に
向

け
た
活
動
も
、国
内
外
の
大
学
や
戦

争
記
念
館
、ラ
ジ
オ
と
連
携
し
つ
つ
、

各
地
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。今
年
2
月

22
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、新

構
想「
国
民
国
連
」を
提
言
予
定
だ
。

「
多
発
す
る
自
然
災
害
に
、人
為
災

害
、コ
ロ
ナ
禍
が
重
な
り
、宗
教・
経

済・
政
治
の
三
つ
の
関
係
性
で
創
っ

て
き
た
人
類
社
会
を
根
本
的
に
見
直

さ
な
け
れ
ば
、未
来
が
拓
け
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。正
義
か
ら
道
理
へ

歩
い
た
後
に
道
が
で
き
る
。今
争
っ

て
い
る
時
間
は
な
い
」。き
っ
ぱ
り
と

言
い
切
っ
た
小
松
。そ
の
念
い
は
、さ

ら
に
先
を
見
据
え
て
い
る
。

（
文
中
敬
称
略
）

│
お
わ
り
│

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・門
脇
奈
津
子
）

「
世
界
の
20
人
」の
一
人
に

人
間
自
然
科
学
研
究
所
は
、世
界

各
地
の
戦
争
記
念
館
へ
の
訪
問
だ
け

で
な
く
、長
年
に
渡
り
、平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
。さ
ら
に
、江
戸
時
代
中

期
、現
在
の
松
江
市
八
雲
町
で
、水
害

か
ら
村
人
を
守
る
た
め
、意
宇
川
の

開
削
を
し
た
周
藤
彌
兵
衛
や
、出
雲

平
野
西
部
で
開
拓
と
治
水
に
取
り
組

ん
だ
大
梶
七
兵
衛
ら
、水
に
関
す
る

世
界
の
偉
人
を
顕
彰
す
る
活
動
も
行

っ
て
き
た
。

四
半
世
紀
に
及
ぶ
一
貫
し
た
活
動

は
国
際
的
に
も
注
目
さ
れ
、13（
同

25
）年
、オ
ラ
ン
ダ・ハ
ー
グ
に
あ
る

「
平
和
宮・
国
際
司
法
裁
判
所
」の
建

立
1
0
0
周
年
記
念
祭
で「
1
0
0
年

間
の
世
界
平
和
事
業
家
20
人
」の
一

人
に
選
ば
れ
た
。

翌
年
に
は
、女
性
で
初
め
て
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
平
和
活
動
家
ベ
ル
タ・フ
ォ

ン・ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
没
後
1
0
0
年
を

記
念
し
て
創
ら
れ
た「
ズ
ッ
ト
ナ
ー

賞
」受
賞
。19（
令
和
元
）年
に
は
、「
ア

ジ
ア
は
ひ
と
つ
」を
提
唱
し
た
岡
倉

天
心
に
由
来
す
る「
岡
倉
天
心
国
際

賞
」も
受
賞
し
た
。

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、国
内
外

を
つ
な
い
で
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、平
和・
環
境・
健
康

へ
の
関
心
を
広
め
、次
の
時
代
を
拓ひ
ら

く
準
備
を
続
け
て
い
る
。ズ
ッ
ト
ナ

ー
女
史
と
、近
代
上
下
水
道
の
父
、

Ｗ・Ｋ・バ
ル
ト
ン
氏
の
銅
像
世
界
10

所
な
ど
、戦
争
の
痕
跡
が
残
る
世
界

各
地
に
足
を
運
ん
で
い
っ
た
。「
終
戦

時
、私
は
2
歳
だ
っ
た
の
で
、戦
前・

戦
中
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

戦
後
責
任
が
あ
り
ま
す
。な
ぜ
戦
争

が
起
き
た
の
か
。自
分
が
人
間
だ
と

い
う
認
識
が
あ
れ
ば
、時
代
の
背
景

や
プ
ロ
セ
ス
を
よ
く
研
究
し
、さ
ま

ざ
ま
な
対
立
を
生
か
し
統
合
、新
し

い
未
来
を
創
る
義
務
と
責
任
が
あ
る

と
考
え
た
の
で
す
」。小
松
の
口
調
が

強
く
、熱
く
な
っ
た
。

戦
後
責
任
果
た
す
未
来
づ
く
り

事
業
を
通
じ
て
世
界
で
平
和
活
動

（左）1997年、韓国・天安市の独立記念館に日本人として初めて献花・寄付
（右）2001年、日中戦争勃発の地、中国北京郊外盧溝橋「抗日戦争記念館」にて献花、寄付

（左）2009年、第二次世界大戦で2000万人が亡くなったロシアのウラジオス
トック・ハバロフスクの慰霊碑、シベリア慰霊平和公苑日本人墓地を22名で
訪問・献花

（右）2019年、ベルタ・フォン・ズットナー像作者、芸術家・国際弁護士のイング
リッド・ロレマ氏と合流、アウシュヴィッツ強制収容所跡地、ワルシャワ蜂起記
念碑等を慰霊訪問

2005年、米国アリゾナ記念館『平和祈念式典』で小松昭夫社長が献花・寄付（右上）
2017年、39人の訪問団で再訪、名誉団長　小松千恵子氏が真珠湾攻撃生存者の元兵士
アルフレッド　Ｂ・Ｋ・ロドリゲス氏と握手、趣意書を発表

2014年、8月1日水の日、松江市八雲町・日吉親水公園での周藤彌兵衛
翁銅像（米国製青銅、小松電機産業寄贈）建立除幕式。燕趙園の孔子・
孟子像と同じ、松江歩兵第63連隊の兵士が多数戦死した中国山東省
の台児荘で制作

2021年2月22日「第0回 平和・環境・健康は一つ　国際
Zoomシンポジウム」を小松電機「太陽ホール」を起点に開
催。国内外から29人の講演者がスピーチ


